
＝ 新しい評価の観点について ＝ 

 

                               教務主任 桑名 康博 

 

 今年度から中学校では、新しい学習指導要領をもとに授業が行われています。 

 学習指導要領とは、全国のどこの地域でも一定の水準の教育が受けられるようにするため、

文部科学省が定めている教育課程（カリキュラム）を編成する際の基準で、約１０年ごとに見

直され、その時々の社会情勢を反映して改訂されています。そして、子供たちが使う教科書や

時間割はこれをもとに作成されています。 

 これまでは、「何を教えるか」ということが中心となって組み立てられていましたが、新し

い学習指導要領では、子どもの視点に立ち「何を学ぶのか」、「どのように学ぶか」、「何ができ

るようになるか」ということが重視されました。このことから、子どもたちに身に付けてほし

い資質・能力として、次の３つが設定されています。 

 １つ目は「何を理解しているか、何ができるか」という「知識・技能」の習得。２つ目は、

「理解していること・できることをどう使うか」という「思考力・判断力・表現力等」の育成。

３つ目は、「どのように社会や世界と関わり、よりよい人生を送るか」という学びを人生や社

会に生かそうとする「学びに向かう力・人間性等」の涵養です。子どもたちが社会に出て活躍

する時代は、「予測が困難な時代」と言われています。これまでのように教えられたことだけ

を学ぶのではなく、自ら課題を見つけ、主体的に学ぼうとする力が必要になるということです。 

 この３つの柱に対応する形で、子どもたちの評価も「知識・技能」「思考・判断・表現」、

「主体的に学習に取り組む態度」の３つの観点に整理されました。 

 「知識・技能」の評価は、各教科などにおいて 、何を理解しているか（知識）、何ができる

ようになったか（技能）について評価します。 

 「思考・判断・表現」の評価は、「知識・技能」に比べてより広い力を評価します。各教科

などの学習で身に付けた知識や技能を使って、自分で考えて判断したり、自分の考えを表現し

たりすることができているかを評価します。 

 「主体的に学習に取り組む態度」は、知識や技能を習得したり、思考力、判断力、表現力等

を身に付けたりすることに向けた取組の中で、各教科などの学習に対して、粘り強く取り組ん

でいるか、その取り組みの中で、自らの学習状況を把握し、試行錯誤しながら課題を解決しよ

うとしているかなどを評価します。 

 そして、これら３つの観点を各教科の評価規準に照らし評価を行ないます。評価の場面や方

法としては、「授業中の取組のようす」「発言やノートの質的な内容」「テストや提出物」「実技

や作品」など、多くの評価資料をもとに行ない、適正な評価となるように努めています。以上

のことをご理解いただき、お子様の通知表をご覧いただきたいと思います。 
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“相手を認め、絆を強める夏休み” 

                               第２学年主任  前 田 健 太 

 ２年生は、クラスの輪（和）・学年の輪（和）を意識しながら１学期を過ごしてきました。夏休み

以降、谷原中の中堅学年として学校を支える大役を担っていきます。表舞台に出ることが多くなる

と気持ちが大きくなって行動が粗暴になったり、自分中心の発言が出てきたりします。しかし、責

任が大きくなるからこそ相手を思いやり、尊重していく懐の深さが必要になってきます。この夏休

みは諸活動を通じて互いに切磋琢磨しながら信頼関係を深め、学年の“結束力”を高めていきまし

ょう。２学期の始業式、たくましく成長した皆さんに会うのを楽しみにしています。 

“自分の進路を創り出す夏休み” 

                               第３学年主任  平 野 早 織 

 ３年生の夏は、例年とは少し違います。言われるまでもなく、自分の進路について正面から向き

合い、方向性を見極めて行かなければなりません。今年も新型コロナウイルス感染症の影響で制限

を受けながらの生活になります。上級学校の情報を集めるとともに、これまでの生活を振り返り、

足りないところやできていないところを補うのが夏休みです。自分の夢や希望を叶えるために保護

者の方ともよく相談して納得できる進路決定につなげてください。中学校卒業後の自分の進路を創

り出すために、計画的で充実した夏休みを過ごしてください。 

“自ら考え主体的に取り組む夏休み” 

                               第１学年主任  藤 並 邦 治 

 １年生の１学期は、小学校とは違う友達関係や生活環境の中で「自律」することに重点を置いて

生活してきました。来週から始まる夏休みは、周囲の大人に「言われてから行動を起こす」のでは

なく、「自ら進んで取り組む」夏休みにしてほしいと思います。10月1日には「校外学習」も控えて

います。行事が成功するかどうかは、一人一人が「自ら考え、主体的に行動できるかどうか」にか

かっています。目的をしっかりもって、計画的で有意義な夏休みを送ってください。９月１日の始

業式に元気で一回り大きくなった皆さんに会えることを楽しみにしています。 

＜ お 知 ら せ ＞ 

 本校では土・日・祝日、及び長期休業中に「応答メッセージ機能による電話対応」を実施しています。夏季

休業期間中につきましては次のように対応させていただきます。ご理解・ご協力いただきますようお願いいた

します。 

 ◎応答メッセージ機能により対応する期間と時間 

  １ 期  間  夏季休業期間 ７月２１日（水）～８月３１日（火） 

  ２ 時  間  ○平日の１６時４５分から翌日（金曜日は翌週）８時１５分まで 

         ○土・日曜日、祝日の終日 

  ３ 緊急連絡先 ０８０（７２４９）８３７５  ０８０（７３５６）１３４３ 

タブレットパソコンの利用について 

 タブレットは教育活動のために使うことが目的で貸与さ

れています。学習に関係ない動画を見るなど、教育活動以

外には使わないでください。個人情報やインターネット使

用上のルールやマナーを守ってお使いください。また、帰

省等でタブレットを家庭・学校外で使用する場合は、置き

忘れや紛失等が生じないよう十分ご注意ください。 

始業式の予定 

１日 程 9月1日(水) 8時25分登校 

     ※体育着・ジャージ登下校です。 

２内 容  ①  始業式・学活 

     ②～⑤ 授業 

      ⑥  重点清掃 ※給食開始 

３持ち物 上履き、勉強道具、宿題 他 


